
SILVENT

エアーノズル＆エアーナイフの紹介
ポイント；意外とエアーのムダ使いに気づいていない。

↓
省エネ35％ 騒音50％削減

ゴミ付着不良削減効果あり（P15参照）

人身傷害のリスクを低減
OSHA(米国安全衛生局）の安全基準とEU機械指令のノイズ制限に準拠



概要）世界95か国で 使用されている。
通常、銅製で 棒状のものが多く

吹き出し効率が悪いうえに
騒音が大きいのが欠点だが、
SILVENTは 吹出し口の形状に

特許を持ちこの点をクリアしている。
国産メーカーが模倣したが、

同一効果は 得られなかった。



特長）独自の専門技術で特許を持っており、
ノズルの種類と大きさでは 世界一

（P6,7を参照）
用途）ゴミ 水分除去 表面、鋼管内面、

金型内部、鋼管ネジ部の清掃、冷却、
シート剥離、袋開封、薄板鋼板の剥離、
熱風乾燥、フィルタ清掃、溶接機、

溶接カス除去 熱延ラインのスケール除去



圧縮空気に関する１０の真実
エアーに関しての考えを変えましょう！！

① 今日使用されているエアーガンの１０台中９台が危険です。
SILVENTのｾｲﾌﾃｨｴｱｰｶﾞﾝのﾉｽﾞﾙは 吹き出し口が完全に塞がれないように また生じる
背圧は非常に低く設計されているため、血流内に気泡が侵入して重大な障害となる
危険性はわずかです。

② 圧縮空気にかかる実際の費用を知っている人は多くありません。
清掃、乾燥、冷却などの用途で最大５０％の空気消費量が節約できます。

③ 製造業における聴力喪失のうち７０～８０％が圧縮空気によるものです。
乱流を減らすことにより 8～10ｄB低減し、人間の耳には 半減したようになる。

④ 多くの人が、従来のパイプでのエアーブローに、問題を感じていません。
⑤ 圧縮空気の使用によって作業環境を悪化させる必要はありません。
⑥ 作業に適さないエアーガンが使用されることがよくあります。
⑦ ノイズレベルが高いということは 噴出し力が優れているとはいうことではありません。
⑧ 圧縮空気の使用に伴うリスクを認識している人はわずかです。

作業者の目に向かって飛散する粒子を効果的に回避する安全シールドをつけることが
できます。安全メガネの代わりになり OSHA（米国労働安全衛生局）労働安全に準拠。

⑨ 安価なソリューションが結局は高くつくことになります。
⑩ 多くのブローイング作業は効率的ではありません。

実用空気圧ﾎﾟｹｯﾄﾌﾞｯｸに記載（P565）



オープンパイプ VS Silventエアーノズル

① オープンパイプ → 乱流

Silventエアーノズル → 層流

② 乱流により有害な騒音が発生。
↓

塞栓症などの耐え難い傷害の可能性

③ エネルギー消費大 → コスト大



エアーノズル 製品概要ﾄﾖﾀ品番取得品



エアーナイフ 製品概要



SILVENT 代表事例(エア－ノズル＆エアーナイフ）
エアーノズル事例 エアーナイフ事例



止まり穴専用エアーガン
Silvent BG-007(ﾄﾖﾀ品番）

おこの止まり穴専用エアーガンは

トヨタの品番取得しています。

口径６から２４ｍｍ

口径の４倍の深さの穴（２４から９６ｍｍ）

↓

止まり穴のゴミや水分を除去

また 騒音も殆どありません。



エアーサイレンサの紹介
Silvent SIS-02 03 04 05 （ﾄﾖﾀ品番）

※３０から３５dB騒音を低減できます。



改善事例①



改善事例②



改善事例③ 不二越と共同開発

ﾁﾀﾝｺｰﾃｨﾝｸﾞ品



改善事例④

年間169.671MWh電力削減
ｼﾙﾍﾞﾝﾄﾉｽﾞﾙを43台、102箇所

↓
16万9671kWh/年のｺﾝﾌﾟﾚｯｻ
電力量の節減につながった。

投資額は 88万円
改善効果は 208万円

120万円の電力節減になった。



コスト比較
（ｵｰﾌﾟﾝﾊﾟｲﾌﾟとＳｉｌｖｅｎｔエアーノズル）

具体例）

オープンパイプφ10mm（3/8"） Silvent ７０５Lに交換

年間作業時間

５２週×５日×８時間＝２，０８０時間（年間）

１時間当たりのコスト（円）

１８５Ｎ㎥×１．４５＝２６８．２５ ９５Ｎ㎥×１．４５＝１３７．75

年間運用コスト（円）

５５７，９６０円 ２８６，５２０円

コスト削減金額

５５７，９６０－２８６，５２０＝２７１，４４０円 削減

５００ＫＰａにおける１Ｎ㎥当りのコストを１．４５円として計算


